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《セミナー》 

電子スピン共鳴装置の原理とその応用 
 

科学分析支援センター 藤原 隆司 
 

科学分析支援センター主催の学術セミナーを平成 27 年 4月 14 日（火）と平成 27 年 4月 21 日（火）

の二日にわたって理学部講義実験棟 2 番教室にて行った．理学部基礎化学科の前田公憲准教授と同

矢後友暁助教を講師にお迎えし，二日間で延べ 83 名の参加者があった．電子スピン共鳴装置は本セン

ターに設置されている装置であり，前年度パルス ESR 装置（ELEXSYS）の制御用 PC の更新があって操

作性が非常に向上した事や，スピン化学が専門の前田准教授の前年度着任を機会に，より多くのユー

ザーへの利用を促すため，基礎から応用までをわかりやすく解説することを目的に開催した． 
 電子スピン共鳴（Electron Paramagnetic Resonance 略称 EPR または Electron Spin Resonance 略称 
ESR）は不対電子を検出する分光法であり，有機化合物や無機化合物中や遷移金属イオン中に存在す

る不対電子の検出に用いられる．磁場に置かれた試料に含まれる不対電子は，ある特定のエネルギー

を持つ周波数のマイクロ波を共鳴吸収するこ

とで，高いエネルギー準位へと遷移する．この

現象を利用することで不対電子の検出を行う

のが電子スピン共鳴である．講演では，初日

に前田准教授が電子スピン共鳴の概要と何

がわかるかから，定常光 ESR からパルス ESR 
までの基礎的な事柄の解説を行った．二日目

は矢後助教によって光化学反応への電子ス

ピン共鳴の応用として，励起三重項状態の時

間分解ESR，電子移動から太陽電池のポーラ

ロン対までの解説を行い，続いて前田准教授

がパルス ESR による距離測定として，電子－

ホール対の距離を求める方法や生体分子系

での距離測定の解説を行った． 
講演には理学部，工学部の中から様々な

学科の教員，学生が参加しており，ESR 装置

が化学系だけでなく生物系，物理系の研究に

も重要な装置であることを感じた．特に，パル

ス ESR 装置に関しての問い合わせには前田

准教授が応じていただけるとの事であり，装置

に関しての照会はセンターを通じて前田准教

授へ行う事にしている． 


